
日本経済再生の担い手
(Autumn2002)

政府の底入れ宣言に関わら

ず､日本経済は一向浮上せず

混迷の様相を呈した感があり

ます｡こ れ以上の経済悪化は

長期の不況とデフレに体力を

すり減 らしてきた企業に止め

を刺す ことにもな り､何とか

避けたいものです｡し かし､何処か らも明快な経済再

生へのシナ リオは聞こえて来ず､著 名な評論家や経済

学者でさえ､｢個 人資産が1400兆 円あり…｣と いうだ

けで具体的提案や対策はあ りません｡先 日､韓国代理 .

店の社長と話す機会があり､好調 と言われる韓国経済

について聞きましたが､｢良 いのはサムソンやLG等 の

コングロマ リットだけで､一般の企業､特 に同業のポ

ンプ屋でよい話な ど全 くなく､ますます厳しくなって

きた｡｣と の事で した｡世界の工場 と言われる中国に生

産移転が進むのは韓国や台湾､そ の他アセアン諸国も

同じで､グ ローバル化が進み競争が激化する市場経済

では当然の成 り行きと思います｡｢こ の不況を乗 り切

れば何 とか先が見えて くるのでは…｣と 淡い期待 を

抱いていた自分の甘さを痛感 した次第です｡

さて､それでは産業界の全ての会社がダメかと言え

ば､そ のような ことはないようです｡私 の知 っている

数社はこのような経済状況でも仕事が多 く大変な好

調を持続 しています｡例 えば会社ではありませんが､

私が月に数回行 く寿司屋 と小料理屋は何時行 っても

混んでいます｡前者はプライベー トで後者は接待に使

うことが多いのですが､そ こには共通点がたくさんあ

ります｡まず､①料理が美味い､②小ギ レイで感 じが良

い､③女将 も板前さんも気さくでありなが ら余計なご

とは言わず客扱いが上手です｡こ こまでは飲食店の基

本 として､決定的な特徴は特別高くはないが決 して安

くはなく､普通のサラリーマンが毎 日通えるレベルの

価格体系ではないことです｡営 業の姿勢にもよります

が店舗の広さが限 られるなら､価格を安くしてやたら

に人を集めても仕方ないわけで､それな らある程度の

価格を維持し､料理の質を高め､スジの良い客を集めて､

良い雰囲気を作る｡それが更に常連客を引き付ける｡客

が店を選ぶというよりは店が客を選んでいると言って

も過言ではない気がします｡

限られた市場であるなら数を求めず質を求める｡安

さで勝負する薄利の商売はいつか破綻する｡技術を磨

き､他を圧倒する品質や独創的な商品を用意して､ある

程度限定された顧客にきめの細かいサービスを提供 し

て引き付ける｡それが一層､会社の魅力を生み満足感を

与える｡弊社 もポンプ屋ではありますが､常 にお客様の

ご意見を取入れ､よ り高機能で質が高く使いやすい商

品を提供しお役に立つことにより､自らも｢日本経済再

生の担い手｣※になれることを心掛けたいと思います｡





去 る8月22日､13時 よ り横浜国立大学において51名 の参加者 を集め､首 題基礎講座が開催され ました｡以 下に各講座内

容 と感想について述べさせていただきます｡

G)物 理盤測定の漂理と応用 講座

の初めは､い ろいろな測定の原理(潰

定､計 測､計 量の意味､誤 差の要 因等)

の話 をされ私達が､普 段深 く考えず

に行 ってきた測定などの基本を教え

て頂き良かったです｡私 が特に関心

があった点 は､誤 差 の要因 として挙

げられた①計測機器②レンジとスパン③感度④分解能

⑤比直線性⑥ヒステリヒシス特性⑦環境効果㈱経年変

化⑨計測対象⑩人的効果!0項 目の中で､⑩人的効果が再

現性欠如の最大要因であると言われた点です｡仕事での

いろいろなテストを思い浮かべながら､思い当たる点が

多々あるな一という感想でした｡後半で講義された､流

量計､圧力計､温度計の原理と併せてこれからの仕事に

役立つと思います｡例 えば､流量計などをテス ト機や商

品の特徴に合わせて選択するということで｡

② ポンフの種類と選定および使用の留意点 ポンプの

基礎(手 押 し井戸ポンプ､心 臓な どを

例 にして)を話 され､後 半はポ ンプの

種類 と特徴 を講義 された｡

嚇覚えて帰ってほしいと言われた項目

1.大気化では吸い上 げ高さを10m以

上(水 の場合)に する ことは出来な い｡

2.比速度(Ns)Ns=NQ./2/H3/4

〈Nsが低い時〉圧力:大流量:少ない〈Nsが高い時〉圧力:小流量:多い

3｡キ ャビテー ションとは､流 れる液体中で気化によ り空

洞(cavity)を 生ず る現象でポンプ羽根車 で局部的 に静

圧が揚液の飽和蒸気圧にまで下がって､蒸 気の細 かい気

泡が多 数発生す る沸騰現象で ある｡私 的には､普 段か ら

ポ ンプを良く使 う割には､2の 比速度 の式など詳 しく知

らなか ったことを恥ずか しく思いました｡最 後に羽根車

の模型序伸』っでの説目月はわかの場かったです.

a.度 以下に維持する ことが定め ら

れた｡そ のため､ろ 過池出 口濁度及

び微粒子の測定 に用 いる濁度 計や

パーテ ィクルカ ウンタの原理等 を

uさ れた｡私 は以 前､仕 事でRO水

内の異物で苦労 した ことがあ り興

味津 々で講義 を聴 いていました｡濁

度計やパーティクルカ ウンターの原理 の説明は大変参

考 にな りました｡そ の中で､衝 撃的なことは､ア オコの濁

度測定方式による違 いの ところで､各 メーカーの濁度計

が 同じアオコを測 定 した場合異 なった値を示 し､ま た､

塩素処理 したアオコは指示値が減少す る傾向がある と

言 う報告です｡面 白い調査 だと思いました｡と ころで､こ

の報告は最初 の講座での"誤 差 の要 因"の どの項 目にあ

たるのか?と 考えて しまいました｡

(弟 溝1灘と轟1菊縷術｣奮 素消毒､:オゾン消毒 キ対 汁して､

主 に紫外線消毒の設計､維 持管理の

注意点 について､講 義 された｡こ の

講義 も私達の商晶の中にUV計 を使

う ことが多 く､大 変役 立ち ま した｡

UV計 使用 の際にこの講義の内容 を

大いに利用 したいと思 います｡し か

し､役 に立つのは変わ りませんが下

水 を基準にされた講義は､純 水を扱 う私 には少しズ レて

いました｡交 流会 に出席で きていればいろいろ質問でき

たのに… と思 います 例 えば､下 水では ワンパ スで紫

外線照射す るが､何 回も紫外線照射すると純水 に何か異

変 があるのか?消 毒液 のようにな らないのか?な ど専

門家か らした ら笑われ るかもしれない質問ですが…｡

〈東洋紡エンジニアリング㈱ 辻尾紀彦〉

交流会 基礎講座終了後､横浜国大のきゃら亭に会場を移し

交流会が行われました｡澤 田幹事の進行で和気謁々とした

雰囲気の中､各 自が面白おかしく自己紹介をしなが ら講師

を交えての交流会でした｡同 業あるいは異業種の企業の方

々とお話出来る事にも大いに意義を感 じました｡〈参加者〉

(紛 濁度･微粒子の測定原理と特性 クリプ トスポリジ

ウム(塩素に強い寄生虫の一種)か らの安全性を維持す

るために水道法の濁度準値2度 以下では不十分として､



総括報告
一 墓礎な くして応 躍な し 一

去る9月 の10､11日 の両 日､キ ャンパスの木立にも秋 の気配が漂い始めた横浜国立大学において第3回 清澄化技術基礎

実験講座が開催された｡

今回のテーマは｢酸 化還元｣で あった｡小 学校の理科の時間から学んだ化学の基礎であり､今更 という認識か らか､参 加

者は16名 と思 いのほか少なかった｡し かし､今 回は少数精鋭 と言 うべ きか､水 処理プラン トメーカー､エ ンジニアリング

会社､計 測器 メーカー､食 品メーカー､薬 品メーカーおよび商社か ら意欲的な若手の技術者が集まったように思 う｡今 回

初めて､松 本教授の｢酸 化還元の基礎｣に ついての講義終了後､講 師陣による実験概要の説明を加え､参 加者がスムースに

実験に入って行けるよう配慮した｡さ らに､一 っの実験を2～3人 単位で行 うことが出来たため､講 師も参加者の一人一人

に目配 りができ､ま た個々の質問にも余裕 をもって対応することができたようである｡こ の結果､全 ての実験が､予 定通

りに終了 し､得 られたデータの解析 まで一緒に出来た ことは､参 加者にとっても､我 々講師陣にとっても満足し得 る実験

であった と思っている｡今 回のテーマは4月 の技術委員会で決定され､実 験課題の絞込みの後､担 当講師が決められた｡

内情をお話すると､電解酸化を担当した唯一若手の共和化工(株)の 中川さんを除いては､オ ゾン酸化 の(株)ロキテクノの

富永さん､CODの 栗 田工業(株)の澤 田さんそ して この私 といずれも､経 験としては"むか一 し"あるいは"い にしえ"にやっ

た ことはあるといった講師陣であった｡そ れ故､6月 か ら横浜国立大学で松本教授 を中心に助手の中村さんを交えて我々

講師陣は､各 々恐る恐る作成 した実験テキス トを持ち寄 り､その内容､そ の難易度､使 用機器および実験時間について徹

底的に検討 し合った｡そ の間､予 備実験および関連技術の調査が繰 り返され､毎 回土曜の半 日が費やされる検討会の回数

は結局7回 にも及んだ｡実 験テキス トも完成 した頃になると､松本教授を含め講師陣にとって､今 回のテーマは｢解 ってい

るつ もりの化学の基礎｣の 筈であったが､実 際にはかな りの時間を勉強に割 いたとの話 しが出て来るようになった｡今春

ドクターになった澤 田さんもCODを 通 して基礎化学を大いに勉強 したようだ｡私 自身 も､国大にお邪魔して予備実験を

繰 り返す ことにより､ORP(酸 化還元電位)に ついて現役時代 の疑問の範囲を遙 に超える多 くの知見 を入手 した ことは､

遅まきながら素晴 らしい体験であった｡今 回のテーマを通して､文 字や言葉か ら入ってきた｢解 っているつもりの基礎技

術｣は､如 何 に脆弱で活用に乏しいか､こ れに対 して､当 基礎実験のような体験を通して考え､身 につけた基礎技術の蓄積

が､実 際の応用にとって如何 に重要であるかを再認識 したのは私だけではあるまい｡ま さしくタイ トルに掲げた｢基 礎

な くして応用な し｣で ある｡講 義だけの実験講座は既 にあるようだが､当 基礎実験講座のように､広 範な清澄化技術 につ

いて実習まで行 う講座 は類 を見ない｡生 きた基礎技術を実習 し､体得できるこの講座を特に若手技術者育成のため､大 い

に活用 されんことを管理者諸兄にお勧め したい｡〈OB協 力会員 矢野政行〉

実験署酸化還元電位と難金属の還莞

酸化還元反応 に関す る基

礎実験講座 が平成14年9月

10日､11日 の両 日に横浜 国

立大学工学部 にて開催 され

ました｡ま ず､松 本先生 によ

る講義 で理 論 を学び､続 い

て以下の4つ のテーマ①重

亜硫酸ナ トリウムによるク

ロム(IV)溶 液の還元､② 酸

化還元反応 とCODMn測 定

法､③ 水 中有機物 の電気酸

化分解､④ 水中有機物のオゾン酸化分解 について基礎実

験 を行 いました｡中 で も､重 亜硫酸ナ トリウムによるク

ロム(VD溶 液の還元 は､排 水処理分野に携わ っている私

にとって大変興 味深い もので した｡非 常 に毒性 の高いク

ロム(Ⅶ)を 重亜硫酸ナ トリウムによ り毒性の低いクロム

(Ⅲ)へ と還元 し､そ の還元剤の添加量によるクロム(VD

の残留濃度 と酸化還元電位(ORP)の 関係 を理解するとい

う実験で､結 果､ORPは クロム(Ⅶ)の 濃度がOmg/Lに な

る当量点直前で急激に減少 してお り､こ の原理を利用 し

て現在工業的には酸化剤や還元剤の添加量 の制御 に､ま

た化学分析では電位差滴定法として利用されています｡

今回の講習会に参加 して改めて基礎実験 の大切 さに

気づ き､ま た他社 の方 々 との交流 を深 める ことができ､

非常に貴重な経験 とな りました｡こ のような場設けてい

ただきました松本先生､並 びに各講師の方々に深 く感謝

の意を表させて戴きます｡〈 ㈱石垣 柳井 敦〉

実験2酸 化還元反応とOO[)瞬 測定法｡_｡罵 罵___=

水素分析法 の一つであるCODMAの 測定法の原理は､過

マ ンガ ン酸カ リウムお よび シュウ酸ナ トリウム との酸

化還元反応 であ り､こ れ らの反応を通 して､酸 化還元 当

量の理解 を得ま した｡ま た､試 料 中に残存す る酸化剤 あ

るいは還元剤 によってCODMnの 測定値が大きく変化す

ることを実感す ることによ り､CODMn測 定値の意味に



ついて理解 す ることができ ました｡実 験 に

おいては､CODMn測 定法は完全に有機物が

酸化分解 しない ことを根底 に､過 マ ンガン

酸カ リウム残留量が多 い時には酸化反応が

進み､得 られたCODMn測 定値 は大きくな り､

逆 に過 マンガ ン酸カ リウム残留量が少な い時 には酸化

反応 が遅 く､得 られるCODMn測 定値が小さ くな る傾向

を示す ことを確認できた ことが非常に勉強にな りました｡

今回の実験 を通 し､課 題 をもとに結果 を出 し､そ れを

考察する という繰 り返 しは基礎実験 の確認 に最適であ

り､良 い訓練 とな りま した｡ま た､実 験班で は､さ まざま

な業種の方々 とご一緒 させて頂 き､非 常に有意義な2日

間を送 ることができました｡今 後も機i会がありました ら､

是非参加させて頂きたいと思 います｡

最後に､本 講座 を通 して御教授頂きました横浜国立大

学工学部松本先生および､日 本液体清澄化技術工業会の

講師な らび に関係者 の皆様 に御礼を申 し上 げて報告 と

させて頂きます｡〈 メルテックス㈱ 山下幸夫〉

実験3水Nの 電解酸化分解 荒__､__､

今回の基礎実験は酸化還元反応の基礎 と応用 と題 し

た内容で､松 本先生の講義か ら始め られ た｡講 義その も

のが基本的な内容か らの説明であったため､学 生時代の

記憶を呼び起 こしなが ら理解 につ とめましたが､各 反応

式 の理解 にはか な り時 間がかか って しまいま した｡又､

講義中環境計量士試験 の対策 に関する情報 を頂 けた事

もこれまでに無い講座ではなかったか と思われました｡

実験そのものに関 しては､日 頃愛飲 しているウー ロン

茶 を使用 して いたため 自分 自身親 しみを持 って行 う事

ができま した｡反 応過程を見て いく中で､こ れ まではあ

ま り注視 していなかった事柄で も改めてそ の過程 を見

つ めなおす事 によ りこれ まで見逃 していた事柄 を再度

考える必要があるのではないか と思 わせ る点が多々あ

りました｡実 験後 に与 え られる課題･考 察 も内容が豊富

で､こ れ らをまとめたレポー トの作成がいか に重要であ

るかを今更なが ら認識 させ られ ました｡実 験全般 に関 し

器具の取扱に慣れてお らず､ぎ こちなかったのではない

か と思われますが(多 分私が参加者の中で一番下手であ

った と思います)､講 師 の皆 さん にご指導 いただきなん

とか最後まで終 了させる事ができました｡

最後 に松本先生をはじめ講師の方 々､特 に電解酸化分

解 を担 当された共和化工(株)の 中川氏は私 と同年代であ

るにもかかわ らず懇切丁寧な指導 していただき感謝の

気持ちでいっぱいです｡〈 桜エン ドレス(株)山 本和彦〉

実験4水 申有機物のオゾン酸化分解___.

℃2年9月10､11日 の2日 間､横 浜 国立大学にて恒例の

｢技術基礎試験講座｣が 開催され ました｡本 講座の特徴は

実感が難 しい技術用語 を実験実習 によ り肌身で体感出

来 る点であ り､今回は｢水 中有機物のオゾン酸化分解､電

解酸化分解｣､｢重 亜硫 酸ナ トリウム によるクロム(W)溶

液 の還元｣､｢酸 化還元反応 とCODMn測 定法｣と いう現在

の社会情勢を反映 したテーマで した｡参 加者の多 くは若

手技術者 中心 と伺 ってお りましたが皆それな りの実務

経験を持 っているよ うで､当 初 ぎこちなかった作業 もす

ぐに手際よ く進み予定通 り課題 をこな して いた ようで

す｡し か し他方で は簡単な実験式 を思 い出せず ショック

を受 けた とい う声も聞 こえてきま した｡(当 然私 もその

中の一人で した｡)素 人の様な質問 に根気 よ く解説 して

頂 いた講師のご尽力には感謝,感謝です｡

テーマの一つである｢オ ゾンによる促進酸化法｣の 応

用は有望視 される浄化技術です し､水 中の無機 有機物の

除去 と無害化は､産 学の垣根を越え取組むべき重要課題

です｡今 後 も液体清澄化技術はその重要性をますばか り

で しょう｡本 工業会の代表幹事で もある松本教授､講 師

の先生方､準 備をして頂 いた研究室の皆様にはこの場 を

か りて厚 く御礼申し上げます｡

〈日曹エンジニア リング㈱ 萩原 宏〉



このコーナーは名簿順に掲載する予竃でおりますが､新 製品開発がタイムリーな時期にあたる会員企業は優先的に掲

載駿検討致 しCの でr報 委員･富 士フィル ター工業(株)ト 部苑 こ連絡下さい(E一㎡ai1:urabe@fulifilter.co｡jp)｡

多璽円板脱水機 《クイック1コーダー》

〈製品概要〉 生物処理汚泥などの有機汚泥 に対 して､汚

泥調質技術 と円盤 モジュール脱水技術を機能的 に組み

合わせ た小型の脱水機です｡入 り口部で重力脱水後､上

下に配列された円盤モ ジュールで汚泥 を挟み込み､速 度

差･･体積差 を利用 したせん断力による脱水､さ らに出 口

〈特長･仕 様〉

①難脱水性汚泥(余 剰汚泥など)の脱水に有効です｡

②長い濃縮部による効率のよい汚泥濃縮｡

③可動式抵抗板+加 重による含水率低減｡

④セルフクリーニング機構で運転申の洗浄水不要｡

⑤操作が簡単｡連 続自動運転に最適｡

⑥スキッド上に搭載しており小スペースで据付便 新が容易｡

部で加重 による

高圧圧搾 によ り

効果的な脱水を

実現します｡

超奮波発催器付振動ふるい機

〈製晶概要〉超音波発信器付振動ふるい機iSタ イプは､今まで

ご好評いただきましたTタイプ(ウル トラソニック)同様にお客

様のご要求にこたえるべく､また機種の選択をよりよくするた

めに､今回ご紹介させていただきます｡従来との違いは色々とあ

りますが､一目でわかる違いは外観です｡超音波発信器の取付位

置が異なります｡超音波発信器は､従来金網面から見て下側に取

付けました｡Sタ イプは金網面に取付けます｡(写真参照)弊社で

圧力調整弁シリーズ(近購発莞)

は両方ご用意

す る ことで､

お客様のご要

求に対応でき

るようにして

考えておりま

す｡

〈製晶概要〉 装置の配管 システム において､一 次側･二

次側 の作動圧力およびシステム全体の圧力を､必 要 にコ

ン トロールす ることができ

ます｡圧 力 の脈動 をな らし､

圧 力 ピー ク も無 く し ます｡

背圧弁･減 圧弁･リ リー フ弁

の3種 類 が､高 耐食 プラスチ

ックPVC/PP/PVDFの3

材質 で登 場 します｡超 純 水

か ら腐食性の激 しい流体 ま

で､多 くの用途 に適 用 に出

来ます｡

〈蒋長･仕 様 》
特徴として､網下にケーブルや発信器がないので､網下が製品の場合､コン

タミの低減､付着物の落下が低減されます｡また､取付も金網を機械にセッ

トしたのちに発信器を取付けることができる ため作業性がよいです｡機

器の仕様T型(従 来品)S型(今 回紹介しているもの)
ゼネレータ:T型 とS型36KHzの 高周波電流を発生する装置

HFケ ーブルニr周波電流をコンバータへ供給するフレキシブルケープル

プ ラ グ:防止ネジ込み式プラグ

コンバータ:高周波電流を超昔波に変換する

共振リング:共振作用により､超音波振動を金網全面に伝えるリング

網 枠:角 パイプを使用､軽量化を実現
金 網:丁型 線径φ0.12蒙で使用可能

t型T型 と同等､ただし出力が強いので今後拡大
発儀器取付:丁型 固定タイプr脱 タイプ

種 類:$型 着脱タイプ

※固定タイプは､超音波発信器が固定されています｡蒼脱タイ

プは紹音濾雛.僕器が蔚々･鱗,町貧疑で鴬'一

〈糖長･仕 様 〉

①設定圧力との差圧で､コ ントロールダイアフラムと連動

したアクチュエータを作動､補 助エネルギーを要 しません｡

ダイアフラムの材質はE凹rとEPT-prFE被 覆の2種 類｡

② コントロール部の面積が大きく､適 切なバネの使用 に

より､二 次側圧力のバ ラツキを小 さく保ちます｡

③流線形の弁箱設計により､高い流量性能を発揮 します｡

④ コンパク ト､複雑 さのない設計であ り､メ ンテナンス

が簡単です｡口 径は10A～50Aま での7サ イズを予定｡



アドバンテック菓洋株式会社
ア ドバンテック東洋(株)の 全身である東洋濾紙(株)は､

1917年 わが国初の分析用､工 業用の濾紙及びpH試 験紙

メーカー として創業 し,194年 分析機器､理 化学機i器な

どの科学機器 の製造販売を開始 しました｡1961年 科学機

器製造部門は､(株)東 洋製作所､販 売部 門は､東 洋科学産

業 とし､て分離独立 し､1986年 東洋科学産業(株)は､ア ド

バンテ ック東洋(株)に 改称いた しました｡

現在､バ イオテクノロジーやエ レク トロニクス等 に代

表される先端技術産業 をは じめ､食 品､製 薬､半 導体､化

学工業 の産業界では､ま す ますク リー ン化､フ ァイ ン化

が求め られてお ります｡前 記3社 で構成するア ドバ ンテ

ックグループは､こ れ らのニーズに応 え､ろ 材や ろ過シ

ステム､科 学機器 を提供 し､さ まざまな産業分野の技術

革新に貢献 してお ります｡

ア ドバ ンテ ックグループは､現 在そ して未来にお いて

広 い視野 を持 ち続け､あ らゆるニーズ に応え られる高い

技術力 に支 え られた製品開発､製 造､販 売 を通 して人々

の快適な暮 らしと地球環境 を守 り支 えて まい りたい と

考えてお ります｡〈 斎藤康洋〉

江守商事株式会社
当社は1906年 の創業以来､情 報技術商社 として化学

工業薬 品､合 成樹脂材料､染 色産業薬品 を取 り扱 ってお

りますが､近 年､ソ フ ト･ハー ド両面か らの情報産業への

参画や､エ コ商品や環境事業へも積極的 に取 り組んでお

ります｡

我々環境事業グループでは､RO膜 を用 いた水回収 シ

ステムを中心に十数年来､日 東電工 殿 と着実に実績を

積み重ねて参 りま したが､2000年 に設計､分 析などの技

術面 を補強 し､新 しく歩み始めました｡

蓄積 してきたRO膜 技術をフルに活用すべ く､"膜 処理

できる水 を造る"を 合言葉に積極的に

前処理 に関す る新規技術を取 り上げて､工 業化への努

力を続 けてお ります｡

最近特に注 力 してお ります技術は､0｡2､0｡5､1.(､5｡0､

25μ のろ過精度を持つ逆洗効率 の優れた長繊維ろ過機

(VPMF)と､脱 脂や脱色に有効なアル ミニ ウム電極によ

る電気分解処理装置で､こ れ らを駆使 して さらに水回収

システムの充実を図って参 ります｡〈 今村 清〉

株式会社 キッツ
195年 の創業以来､メ ーカー として1良 い ものを安 く､

タイム リーに提供するに とを基本に､バ ルブを中心 とし

た流体制御機器･シ ステ ム装置 を供給 しで きました｡そ

のブラン ドKITZは､ユ ーザーの方 々か ら､高 品質バルブ

の代名詞 とも賞 されるほどに高い評価 を得て､内 外に広

く認められています｡

1992年､創 業40周 年事業の一環 として取 り組んだCI

構築のなかで､社 名を｢北 沢バルブ｣か ら製品ブラン ドと

一体化 した｢キ ッツ｣に 変更 しました｡

一方 ,流体制御機器事業拡大 の一環 として1989年 よ り

中空糸型MF膜 を中心 とした分離膜事業 をスター トさ

せ民生分野では ビル トイン型浄水器 を､産 業分野では電

子工業向けを中心 とし製品の ライ ンナ ップを図って参

りました｡中 でも､全 て の接液部材 をオ レフィ ン系樹脂

とした中空糸型精密 フィルター｢ポ リフィ ックス｣は 多

くのユーザーか ら､そ の性能だけで は無 く､環 境 配慮型

の商品 として高 く評価 を受 けてお ります｡今 後 もキッッ

宣言である｢創 造的かつ質の高 い商品､サ ー ビスで企業

価 値の向上 をを目指 します｣を 実践 し､液 体 清澄化技術

に寄与 して行 きます｡〈 渡辺正春〉

東洋紡績株武会社
当社は｢21世 紀の生活文化 を担 う魅 力ある企業｣を 企

業目標に掲げ､天 然繊維･高 分子･バ イオの技術 を基軸 と

して人 と環境の未来 に貢献す ることを目指 して活動 し

ています｡

省エネルギーで環境 にやさ しく､か つ低コス トな海水

淡水化技術 として､逆 浸透膜法が近年注 目を集めていま

す｡当 社が繊維高 分子技術の粋 を集めて開発 した中空糸

型逆浸透膜モジュール･ホ ロセ ップ(Hollosep)は､世 界

最大 級 のサ ウ ジア ラビア･ヤ ンブ プラ ン ト(造 水能 力

128,000t/日)を 筆頭 に､水 不足 に悩む中東地域の国々を

中心 に多数採用 されて います｡ま た国内では､高 い水質

が要求 される製薬工業･半 導体工業等のプロセス用水製

造等 に広 く用いられています｡

PETボ トル再生繊維製品｢エ コール クラブ｣等 の環境

配慮型商品や､逆 浸透膜･血 液透析膜･活 性炭フィルター

等の幅広い分離技術 の活用等 を通 して､今 後 とも人 と環

境の未来に貢献 して行きたいと考 えてお ります｡

〈山田英樹〉



ろ過部会 活動 の途 中経過 につ いて はLFPINews

LetterNo｡17に 報告されている｡こ こではその後 の活動

経過とこれか らの活動 について述べ る｡

①ろ過用語集;現在 までに約3000語 のろ過用語 を収録 し

たマスター ファイルが完成 した｡こ の作業の本来の目的

はLFPIと しての英語用語の 日本語訳およびその定義 を

行 うことである｡現 在部会メンバーなどにマスターファ

イルか ら重要 と思われ る約200～300語 を選定 して もら

い､そ の集約 を行 っている｡今 後定義された用語はLFPI

のHPに 掲載予定である｡(マ スターファイル を希望する

方は松本まで ご連絡 ください｡)

②分科 会A.Bお よびC;分 科会B(膜)で は規格･標 準化の

必要性にっいて意見が分かれ､ま た分科会C((脱 水)ろ 過)

では装置依存性が大 きいため規格 標 準化 は困難 という

ことになった｡分 科会A(プ レフィル ター)の みが(火)にの

べるWGを 設立 して関連するメンバーで検討す ることに

なった｡従 って､今 までの分科会A､Bお よびCは 平成14年

7月 をもって解散 したが､ろ 過部会は必要に応 じて集 ま

ることになった｡

③プレフィルターのろ過精度試験法検討WG;プ レフィル

ターのろ過精度(公 称カ ッ ト径)の 決め方が メンバー企

業によ り異なるため､自 社のデプス(不 織布)と サー フェ

スタイ プの2種 類 のカー トリッジフィルター を各社 に提

供 して､現 在各社で行 っている試験法でろ過精度 を測定

して も らい､ど の程度 の差が 出るのか を明 らか に した｡

今後 はLFPIと して推奨する各種試験法の検 討を含 め､ユ

ーザー のための｢フ ィルター の選定 と使用のためのガイ

ドブック｣を 作成す ることにした｡

④新 しいWGの 設立とWGへ の参加案 内;以下のWGを こ

の秋設立 し､LFPI全 会員か らの参加 を募 り活動 を開始す

る予定である｡

C)細 孔径(UF､MF)評 価検討WG;ユ ーザーにとって細

孔径(分 画分子量)の 意味す るところが不明確 であ り､往

々に して誤解 を招 いている｡本WGで は現状調査 も含 め､

メーカーおよびユーザーに とって合理的な細孔径の定

義 とその表示法について検 討する｡

(P)使 用済みフィルターの有効利用･最 終処分法(環 境JlS)

検C;使 用済みカー トリッジやモ ジュールのほ とん

どは産廃 として処分 されているが､そ の処分に困ってい

るユーザー が多 い｡本WGで は3Rを 目指 したフィル タ

ーの有効利用 ､処分法および これか らのフィル ターの在

り方な どについて検 討する｡

〈規格･標 準委員会委員長 松本幹治〉

前号で もお知 らせ致 しましたが､当 工業会では2003

年4月16日(水)～18日(金)の 日程で名古屋市中小企業

振興 会館(吹 上 ホー ル)に お いて｢液 体 清澄 化技 術展

2003｣を 開催す ることにな りました｡

本展示会 は､水､油,溶 融ポ リマーなどの各種液体か ら

微粒子､微 生物､エ マルジ ョンなど懸濁物質および無機

イオン､溶 融性有機物､溶 存ガスな どの溶質成分の分離･

除去･回 収に関する技術およびこれ らの物質 による液体

へのコンタミネー ションを防止する技術で ある｢液 体清

澄化技術｣を ユーザーに対 しアピールする ことを目的に

しています｡こ のような展示会 は国内で も初めての開催

であ り､関 連技術や製 品を効果的 にPRす ることが出来

るもの と思ってお ります｡

なお､展 示会は名古屋 で定期的に開催 されている｢最

新科学機器展｣､｢計 量計測総合展｣と｢名 古屋粉体工業展｣

との同時開催ですので広範囲な集客PR効 果が期待でき

る と思われます｡会 員企業の積極的な出展をお願 いいた

します｡〈 展示会事務局〉

現時点での会員数は102社(個 人会員2名 を含む)で す｡

(H14年9月 現在)

新入会員 推薦会員

1｡(株)タ クミナ(一 般会員)セ イシン企業(株)

2,マ グネテ ックジャパン(一 般会員)セ イシン企業(株)

3.ミ ウラ化学装置(株)(一 般会員)富 士フィルター工業(株)

退会会員

1.東 興建設(株)(ユ ーザー会員)

New.LetterNo.20(前 号)の 企業紹介文中､東 レ株式

会社の原稿執筆者がく井 克彦〉となってお りましたが､正

しくはく玉井 克彦〉でした｡訂正するとともに､謹んでお詫

び申し上げます｡

本号は9月 の中国ツアー直前の慌 しい編集 とな りました｡

とはいえ期 日までに所定の作業 が終 了出来ま したの も

各位の協力によるものと改めて御礼申 し上げます｡次 号

(22号)は 来年1月 新春号 とな りますが､中 国ツアーや総

会･シ ンポ ジウム･見 学会報告な ど盛 りだ くさんな内容

となる予定です｡ど うぞ ご期待下さい｡(広 報委員会)




